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平成２５年度 全国保健師長会 ニュース No.２ 

第1回拡大常任理事会報告 

  平成25年6月運営会議発行 

 

梅雨本番、鬱陶しい毎日ですが、夏はもうすぐそこです。ご自身の体調管理を万全に、夏に向かいましょう！ 

保健師長会ニュース No2をお届けします。今回は第１回拡大常任理事会の報告です。 

 

《 平成２５年度 全国保健師長会第1回拡大常任理事会 》 

 ◇日時 : 平成２５年６月８日(土)１３:００～１５:００  

◇会場 : 日本公衆衛生協会１階会議室  

〔出席〕加藤会長、青柳副会長、佐川副会長、朽木副会長、 

藤原・鎌田・椙本・小西・米田・吉野・長谷川常任理事、澤田・ 

小室・石田・木村・水野・近藤 ・松下・坂尾・高本ブロック理 

事、出石・今野特別委員会長、   〔欠席〕松本常任理事  

 

※厚生労働省医政局看護課加藤補佐より協力依頼 

  保健師の国家試験問題の公募について、会員への周知・協力依頼がありました。 

詳細は、事務局から通知されますので、公募問題の提供にご協力をお願いします。 

 

１ 議事・報告 

（１）平成26年度に向けた国への要望について 

詳細について意見交換をしたものを最終案とし、最終構成を行う予定です。 

6月27日に厚生労働省に出向き、局長や関係各課長に要請行動を行う予定です。 

全国保健師長会として、国が要望書を見て具体的な行動がとれるような形でまとめました。 

 

（２）第35回全国保健師長会代議員総会について 

   今年度の代議員総会は、鳥取県で開催されます。 

    ◇開催日時：平成25年11月2日（土）AM10:30～15：50 

    ◇開催会場：鳥取市 白兎会館 

      ◇内容：総 会 

特別講演  「新たな地域の保健師の保健師活動指針を踏まえ保健師に期待するもの（仮）」 

            高知県中央東福祉保健所長 田上 豊資 氏 

シンポジウム 「新たな地域の保健師の保健師活動指針を踏まえ」これからの保健師活動

をどのように考え、実践していくか（仮） （詳細は調整中） 

※代議員総会の情報は、追って会の HPに掲載します。 
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（３）平成25年度8ブロック研修会について 

  今年度の各ブロック研修の予定が報告されました。 

8ブロックの研修予定・内容を作成のため、ブロック研修一覧表と資料等のサンプルをブロック理事に

メール配信します。 

研修会の内容には、『地域における保健師の保健活動について』と「災害マニュアル（改定版）」の説

明を必ず入れてスケジュール作成を依頼しました。 

 

（４）平成25年度調査研究事業について 

    全国保健師長会独自事業3件と地域保健総合推進事業1件が内容 ・申請額共に採択されました。 

    ○全国保健師長会独自事業 

      ①「妊娠期から行う効果的な禁煙支援について」  尼崎市保健所  中 いづみ 

      ②「管理期にある保健師の役割について」  大阪市健康局健康推進部健康政策課  七堂 美香 

      ③「被害日本大震災における保健師の体験記録の作成について」  郡山市安積行政センター 

                                                     齋藤 恵子  

○地域保健総合推進事業 

        「ソーシャルキャピタルの醸成や活用にかかる保健活動のあり方について」 

   大阪市保健所   松本 珠美（全国保健師長会常任理事） 

   

（５）その他 

  ○健やか親子特別委員会より 

    母子保健に関する研修のアンケート調査を実施します 

目的：都道府県の研修体制等について現状把握する事により母子保健分野における保健師の人

材育成の現状と課題を明らかにする。 

配布先：各都道府県本庁担当課に、会長名で協力依頼と調査票をメールで送付 

回答期限：平成25年7月1日（月） 

調査結果：全国保健師長会のホームページへ掲載のほか、・学会等で発表する予定 

     ※調査結果については自治体名出さないことを明記します。 

  ○広報委員会より 

ホームページ改訂作業の進捗状況について報告がありました。年度内にはシステム改変作業を

行うと共に、次年度当所予算に計上し、26年 4月にはリニューアル稼働ができるように準備を進めて

います。また、拡大常任理事に協力をいただき、新たなホームページの内容について意見をいただく

ことになりました。 

 

【編集後記】 

  第1回拡大常任理事会では、国への要望書について検討することを中心に意見交換が行なわれ、現場

の声を反映させようと熱のこもった会議が展開されました。また、4 月に通知された「地域の保健師の活動

指針」を現場の活動の糧になるよう、より一層会の活動に反映させていきたいと思っております。会員の皆

さまのご協力をお願いいたします。なお、ご意見・お問い合わせは会事務局までお寄せ下さい。 

（作成：広報委員会） 
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【 参 考 】 

平成26年度 全国保健師長会  国家予算要望書（案） 

     １．統括的役割を担う保健師の配置の推進について 

       （１）統括的役割を担う保健師の配置の促進 

       （２）統括的役割を担う保健師の育成にかかわる予算措置 

 

     ２．東日本大震災被災地への長期的支援について 

       ・被災地への長期的支援の継続 

 

３．生活困窮者等への健康支援について 

         ・生活困窮者等の健康管理を支援するための保健師配置について 

 

４．特定健診、健康づくり、生活習慣病対策 

 （１）特定健診等の結果の分析及び公表 

 （２）重症化予防対策の推進 

 （３）がん検診の推進および対策推進のデータ把握 

  

５．健やか親子２１・次世代育成支援対策の推進について 

（１）全国一律の妊婦健康診査の確立 

         （２）発達障害支援の専門職配置の強化と誘導策の実施 

         （３）学校保健と連携した思春期保健対策の推進 

         （４）児童相談所の保健師の位置づけの明文化 

       

６．結核・感染症対策 

 （１）結核対策の推進 

         （２）定期予防接種の財源 

 （３）普及啓発の経費の確保 

       

７．精神保健福祉施策の推進について 

         （１）自殺予防に関する調査研究の推進 

         （２）自殺対策緊急強化事業の継続 

（３）地域における支援体制の強化 

 

※国への要望書の詳細は全国保健師長会のホームページに掲載しますので、ご一読ください。 


